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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本語話者の英語プロソディー（アクセント，イントネー

ション，ストレスなど）の特徴について，英語母語話者による音声評価と音声の音響分析結果

に基づき，イントネーションの明瞭性の観点から分析を行った。文の長短，文中での焦点の位

置，焦点の種類，音調の種類によって特徴は異なり，明瞭度の向上のためには音調のみならず，

区切りも重要であることがわかった。日本人の英語イントネーションの発音上の問題点を明ら

かにし，英語音声教育への示唆を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：This study examined the prosodic features of English produced by native 
speakers of Japanese, analyzing the ratings of the intelligibility levels of Japanese English 
productions by native speakers of English and the acoustic data of English and Japanese speakers’ 
productions. The prosodic characteristics varied across the length of sentences, the position of the 
focus in a sentence, the kind of tone, and the kind of focus. The present study revealed some 
difficulties that Japanese learners have in producing intelligible intonation including chunking, and 
also provided some useful suggestions for the teaching of English intonation to Japanese learners. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)  英語のグローバル化が進む中，非英語母
語話者の英語は非標準語的な英語としてで
はなく，世界における英語のバリエーション
の一つとして捉えられるようになった。この
ような状況の下，近年，非英語母語話者の英
語，特にアジア言語話者の英語に関する研究

が盛んになっているが，日本語話者の英語音
声の詳細な研究はまだ十分とはいえないの
が現況である。 
(2)  本研究代表者がこれまでに行ってきた
日本語話者の英語音声に関する研究を通じ
て，日本人の英語音声はコミュニカビリティ
のレベル別にその特徴を捉える必要があり，
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それが英語音声教育上有効であることを認
識した。 
(3)  日本の英語音声教育においては，コミュ
ニケーションの重要性が広く認識されてい
るが，話し言葉によるコミュニケーションの
第一義的要素である音声，特に，円滑なコミ
ュニケーションを行う上で不可欠な要素と
なるプロソディー（イントネーション，アク
セント，ストレスなど）について，学習者の
英語音声を対象として，コミュニカビリティ
を考慮に入れて分析した研究はほとんどな
く，多くの研究課題が残されている。 
 (4)  初等教育において音声を中心とした英
語教育の導入が現実になっている現状を踏
まえると，英語音声教育は今後ますます，そ
の重要性を増すことが予測され，日本語話者
の英語音声の実態を研究し，その特徴を明ら
かにすることは喫緊の課題である。 
 
２．研究の目的 
 日本語話者の英語のプロソディーについ
て，英語母語話者による音声評価と音声の音
響分析結果に基づき，明瞭度（intelligibility 
level）別の特徴を英語話者の音声と比較しな
がら明らかにする。本研究でいう明瞭度とは
英語としてどのように英語母語話者に知覚
されるかということであり，“英語らしさ”
とも換言できる。本研究では特に，英語イン
トネーションの中心となり，発話の中で最も
強いアクセントが付与され，発話のフォーカ
スを形成する「音調核（nucleus）」に焦点を
絞り，日本人の英語の音調核の明瞭度とその
特徴を，文中での音調核の位置，文の長さ，
核音調の種類別に調べる。また，文中の区切
りと文全体のイントネーションの明瞭性に
ついて特徴分析を行う。 
 
３．研究の方法 
 上記のことがらを明らかにするため，日本
人の英語音声の明瞭度について英語母語話
者が評価を行う聴取実験と日英語話者の英
語音声を音響解析する実験を行った。 
(1) 聴取実験のための刺激音声 

下降調，上昇調，下降上昇調の各核音調に
ついて，音調核を持つ語が文頭，文中，文末
に位置する文脈に依存しない英文（A：広い
フォーカス／broad focus）を長・短あわせて
19 文と文脈に依存する英文（B：狭いフォー
カス／narrow focus）を長・短あわせて 22 文，
及び区切る箇所を表示した 6文から成る短い
パッセージを，日本人学習者(大学生)10 人に
読み上げてもらった。一回目の読み上げは，
発話者の自由な読みで（UP），二回目は音調
核とその音調を示し，それに従って読み上げ
るよう（CP）指示した。また，日本人学習者
（大学生）8 人に対して，区切る箇所を表示
していない英文 20 文（文脈有無共に含む）

を読み上げ，次に区切りと音調核を持つ語を
表示した同文を読み上げるよう指示した（C）。
これらの音声をデジタル録音し，A，B，C そ
れぞれをランダム配列して CD に保存し，刺
激音声とした。 
 上記 A，B の刺激音声については 5 人，C
については 3人の英語母語話者が音声評価を
行った。音声 CD を各人のペースで聞き，A，
B の各発話文については，１回目の聞き取り
では発話文中で最も強いアクセントが付与
された語に丸をつけてもらい，二回目の聞き
取りで発話のイントネーションの適切さ，明
瞭性を次の 5段階で評価した。 
 １ (Very poor)：なまりが強く，最も強いア

クセントの箇所が全く聞き取れない。不
適切なイントネーションのため，話者の
意図を誤解してしまう。 

２ (Poor)：なまりがあり，最も強いアクセ
ントの箇所を聞き取るのが困難である。 

３ (Fair)：最も強いアクセントが特定でき
ず，話者の意図も理解できないほどの外
国語なまりはない。アクセントやイント
ネーションは，コミュニケーションを行
うに足る明瞭度であるが，場合によって
は，誤解されたり，理解されないことも
ある。 

 ４ (Good)：話者の意図を理解しやすい。最
も強いアクセントの箇所を特定したり，
イントネーションを聞き取るのにほと
んど影響はないほどのわずかななまり
がある。 

５ (Excellent)：ネイティブに近いイントネ
ーション。なまりがないか，あってもコ
ミュニケーションを行う上でほとんど
問題にならない程度である。 

 
B のパッセージについては，一回目では各

文の区切りと区切られた語群で最も強いア
クセントで発音された語を回答した。二回目
では，各文のイントネーションとパッセージ
全体のイントネーションを上記の 5段階で評
価した。 

C については，一回目の評価では，区切り
の箇所を指摘すると共に，区切られた語群に
おいて最も強いアクセントが付与された語
を記入するよう英語話者に指示した。二回目
の評価では，文全体のイントネーションを上
記の 5 段階で評価した。 
(2) 音声音響分析 
 日本語話者が読み上げた文と同じ英文を
英語母語話者（A は 5 人，B は 3 人，C は 2
人）に読み上げてもらった。日英語話者の音
声を音響解析し，文を構成している各語の基
本周波数とインテンシティのピーク，音調核
の長さの発話全体の長さに対する割合を測
定し，文の長短，文中での音調核の位置，核
音調の種類，及び音調核と文全体のイントネ



 

 

ーションの明瞭度による違いについて分析
した。 
 
４．研究成果 
 研究成果の本文中に提示する文例は，読み
上げ二回目のものである。 
(1) A（文脈に依存しない文）に関して 
 UP，CP それぞれのイントネーション明瞭
度の全体的平均値は 3.27 と 3.28 でほとんど
差はないが，核音調の種類，文の長さや音調
核の文中の位置によって異なる。下降調の長
文と下降上昇調においては，CP の方が平均
明瞭度は低かった。音調核と核音調の情報が
与えられても，日本人学習者にとって適切な
イントネーションで発音することの難しさ
を示しているといえよう。 
① 下降調について 

下降調では，UP，CP ともに長文の方が明
瞭度は低く，特に音調核が文中に位置する場
合が最も低かった。語末に位置する場合は明
瞭度が高い傾向にあった。一般に，日本語の
イントネーションは「へ」の字型をしている
と言われ，発話冒頭にピッチのピークが来る
とされているため，下降調の文においては音
調核が文頭にある方が明瞭度の高い発音に
なることが予想されたが，その逆の現象がみ
られたことは興味深い。これは，日本人学習
者が文を構成する各単語，特に内容語を等し
く高いピッチと強さで発音する傾向があり，
単語間におけるピッチの高さや強さの違い
をコントロールすることが困難な結果と考
えられる。日本人のこのような発音は，文末
の語に強いアクセントがあると認識される
ため，文末に音調核がある場合は適切なイン
トネーションと判断され，文頭に音調核があ
る場合はその逆の判断になったと考えられ
る。文頭に音調核がある場合は，音調核以降
の音節の強さを弱め，ピッチを低くすること
が日本人学習者に求められる。 
② 上昇調について 
上昇調でも，UP，CP ともに長文の方が明

瞭度は低かった。文の長短に関わらず，音調
核が文末に位置する場合は明瞭度が最も高
く，文中や文頭に位置する場合は低い傾向に
あった。特に音調核が長文の文頭にある場合
は最も低く（明瞭度：2.76），日本人にとっ
て難しいイントネーションと考えられる。 
 上昇調の短文を以下に提示する。下線部は
音調核を含む単語である。矢印は核音調を示
しており，は上昇調を表す。 
  S1. Seen anything of him? 
  S2. Has he agreed to it? 
  S3. Would you like some tea? 
明瞭度の高い，理解されやすい発話において
は，英語話者が音調核を持つ語を最も強いア
クセントを持つ語として正しく知覚する率
が高く，明瞭度の低い発話ではその率が低か

った。S1 においては‘anything’を最も強いアク
セントを持つ語として知覚した場合が多く，
S2 においては‘agreed’に次いで‘it’を知覚した
場合が多かった。また，明瞭度の低い発話で
は，下降調や下降上昇調など，上昇調以外の
音調の使用が UP，CP ともに見られた。特に，
音調核が文頭や文中に位置する場合にこの
現象が生じた。 
 音響的特徴としては，イントネーションの
明瞭度が低い発話では，基本周波数（F0）の
上昇度が小さい傾向にあり，明瞭度が高い発
話では音調核を持つ語の発話全体に占める
長さが長いことがわかった。 
 上昇調の長文を以下に示す。 
  S4. What did you say her sister’s name 

was? 
  S5. Will you give my best regards to him? 
   S6. Will you tell him to call me at my 

office? 
上記の文における日本人学習者の英語音声
の特徴として，以下のことが実験結果よりわ
かった。第一に，イントネーションの明瞭度，
及び音調核の知覚率は，音調核が文末に来る
S6 の場合，UP，CP ともに最も高くなったこ
とである。第二に，音調核が文頭に来る S4
において，UP と CP で最も大きな明瞭度の差
が見られたことである（UP の方がかなり低
い：2.76，CP は 3.26）。第三として，英語母
語話者は日本人英語学習者より大きなピッ
チ幅を用いていることである。第四に，日本
人英語学習者は代名詞を強く発音する傾向
があり，そのため英語の強勢リズムが壊れる
傾向があることである。 
 短文，長文ともに，音調核が文末にある場
合の明瞭度が高いことは，日本語の疑問文に
おいて文末でピッチが上昇することがプラ
ス要因として影響したためであり（positive 
transfer），それと対照的に，音調核が文頭や
文中にある場合にはマイナス要因として働
いたため（negative transfer），明瞭度が低下し
たと考えられる。 
以上のことから，日本人学習者がより明瞭

性の高い上昇調イントネーションを使用す
るためには，ピッチの幅を広げ，思い切った
上昇で発音することが必要であることと，音
調核を持つ語をより長く発音する必要があ
ることが示唆される。日本人学習者が核音調
のピッチと持続時間を効果的に発話すると
明瞭度が増すと考えられるため，英語教育で
はこうした観点に注意することが求められ
よう。 
③ 下降上昇調について 
 下降上昇調においては，短文，長文ともに，
音調核が文頭にある場合に明瞭度が最も低
く（UP，CP 共に），文中（音調句中）にある
場合に最も高かった（UP）。以下は学習者が
読み上げた文である。括弧内に文脈（文意）



 

 

を示す。は下降上昇調を表す。 
S7. Guns don’t kill people.   

(People kill people.) 
  S8. If the weather’s good, let’s go  

hiking. 
    S9. I know her face, but I can’t 

remember her name. 
  S10. I wouldn’t mind playing the game 

with you, but they would. 
  S11. She may not have meant to do it.  

(But she did do it.) 
  S12. In this country, where farms tend to be 

very small, the subsidies are 
important. 

  S13. I’m not suggesting these changes will 
be easy. 

下降上昇調が使用される上記の文のうち，
S12 を除くすべての文において，UP ではほと
んどの日本人学習者が下降調を用いており，
下降上昇調を用いた日本人は皆無であった。
音調核と音調を提示された読み上げ（CP）に
おいても，平均明瞭度が向上した文は，上記
７文のうちの 4文のみである。単音節内での
下降上昇（‘face’や‘easy’）や音調核での下降
が実現できない傾向がみられた。S10 の明瞭
度は最も低かったが（2.66），英語話者が音
調核を‘I’と知覚した日本人の英語に対す
る評価例はわずか 3例であった。日本語では
下降上昇調は英語ほど頻繁に使用されない
ため，日本語話者にとって難しい音調と予測
されたが，この母語干渉を受けた結果となっ
た。下降上昇調の意味合いやその使用の仕方，
発音方法の点で，この音調は日本語話者にと
って学習がかなり難しいことがわかる。下降
上昇調は含意のある音調である。話者の心的
態度を豊かに表現し，コミュニケーション能
力を高めるためには，下降上昇調の適切で有
効な使用が求められる。 
(2)B（文脈依存の文）に関して 
① 明瞭度の高低について 

イントネーションの平均明瞭度は UP が
3.18，CP が 3.19 でほとんど差はなかった。
UP で最も低い明瞭度は 2.76 で，音調核が文
頭に位置する次の文であった。括弧内に文脈
を示し，音調核を網掛けで示す。 
   (Is it Tom who doesn’t want to dance?) 
  S1. [No.]  Bob doesn’t want to dance.   
 
日本人学習者は否定辞‘doesn’t’に強調を置く
傾向があり， ‘Bob’に次いで英語話者が強い
アクセント（音調核）を認識した率が高かっ
た。また，音調核を認識できないと判断した
例が６例あった。上記のように音調核の位置
を示すことで，CP においては，‘doesn’t’に強
調を置く例は減少したが，音調核を認識でき
ない評価例は 8例に増加した。これは，上記
(1)で記述したように，学習者が各単語を強く，

高いピッチで発音するため，ピッチ変化が適
切な箇所（音調核）で出現しないことが一因
である。 
 明瞭度が最も高かったのは，UP, CP ともに
次の文であった。 
   (Who likes chocolates?) 
  S2. I do.    
 
文が短く，下降調であるため，比較的容易に
発音できたと考えられる。 
②下降上昇調について 
 日本人学習者にとって，発音が困難な傾向
にあった音調は下降上昇調である。特に CP
においては，以下の 6 文の下降上昇調のうち
の 4 文（S3～S6）の明瞭度がいずれも 3.0 未
満であった。 
    (Who said that?) 
  S3. I didn’t. 
                            

  S4. She was trying to lose weight. (but  
her friends may not have been.)  
 

  (Does she have a good command of French?) 
  S5. She can speak French fluently. （But 

she is not so good at writing or 
reading it.） 

  (Who was responsible?) 
   S6. It wasn’t them. 
  (I don’t like chocolates.) 
   S7. I do.   
  (Have you written the letter yet?) 

S8. (No, but)  I will write the letter. 
 

上記の文の UP においては，ほとんどの日本
人が下降調を使用したが，音調が提示されて
も（CP）イントネーションの改善がみられず，
逆に明瞭度が低下する場合もあった。さらに，
上記の S3，S6，S7 においては，UP，CP とも
に音調核を代名詞ではなく，動詞に置く例が
多く，英語話者が音調核を知覚する率も動詞
が高かった。下降上昇調は，日本人にとって
発音しにくく，文脈に応じた使用が難しい音
調であることがわかった。 
③ その他の結果 
(i) 英語話者の発話では，音調核の持続時間
が新情報の方より対比によるフォーカスの
方が長いという特徴がみられたが，日本人の
発話ではこのような特徴は見られなかった。 
(ii) 明瞭度の高い日本人学習者の発音では，
英語話者の発音と同様に，音調核以降の音節
で，ピッチとインテンシティの急激な下降が
みられたが，低い明瞭度の発音では，音調核
以降の音節においてピッチ，インテンシティ
の上昇がみられた。 
(iii) 上昇調の核音調を持つ文を分析した結
果，音調核が文末に位置する文の明瞭度の方
が，文頭や文中に位置する文の明瞭度よりも



 

 

UP，CP 共に高かった。これは，文脈に依存
しない文における分析結果と同様である。  
 以上のことより，日本語話者は，文脈上，
新情報や対比によるフォーカスの箇所はあ
る程度特定できるが，発音の際，プロソディ
ーの使用が適切でないために，意図するフォ
ーカスの箇所が伝わらない場合があること
が示唆される。下降上昇調を伴う文は，フォ
ーカスの箇所（音調核）を正しく特定できな
い傾向にあり，音調核の箇所を提示されても
適切なイントネーションで表現することが
困難である。 
概して音調核が正しく認識される率は CP

の方が高く，核の位置を提示することで改善
される傾向にあったが，下降上昇調は改善が
難しかった。 
④ パッセージの分析 
日本人学習者が英語を発話する際，音調核

をどこに置き，どの音調を使えばよいかを常
に的確に判断するのは容易でないため，中程
度の長さを持つパッセージを用い，CP と UP
を比較しながら，特に音調核に焦点を当て，
日本人学習者の音読の仕方を分析した。使用
したパッセージは以下の通りである。 

Welcome | to Bellamy’s Restaurant, Ladies 
and Gentlemen! |I’m your waiter this evening, 
| and I’d like to go through the menu with you.| 
The first course | offers a wide choice of 
starters.| I’d particularly recommend | the 
angels on horseback, | the pumpkin soup | or 
the celery soup.| For the main course | we have 
steak, lamb or fish, | or also a vegetarian 
alternative.| I believe the rump steak | is 
particularly good tonight.| 

縦線は音調単位を表し，読みやすさを与えた。
なお，CP では例えば以下の示し方をした。 

Welcome │ to Bellamy’s Restaurant, 
Ladies and Gentlemen! │  
 
通常の表記とは異なっているが，これは被験
者がこうした表記に熟知していないため，視
覚的に分かりやすくする必要性があったた
めである。中・上級の英語力の学生が被験者
になったことや，文脈が分かりやすいテキス
トを使用したこともあり，UP でもある程度
良好な結果が出た。CP では音調核の位置と
音調の情報を発話に完全に生かせなくても，
全般的にモデルへ近付くことができたため，
こうした情報の教育的効果は有効であり，こ
の有効性は被験者に英語のイントネーショ
ンの知識を与えることにより更に高まると
考える。日本の中学・高校では，上記のよう
な音調強勢記号はほとんど使用されないが，
英語のプロソディー向上のために，音調と強
勢を有機的に学習できるこのような記号の
有効活用が望まれる。 
(3) C（区切り）について 

 音声による英語コミュニケーションにお
いては，発話の区切りが意味情報の伝達に重
要な指標となる。本研究では，日本語話者が
英語を適切な区切りとイントネーションで
発音できるかどうかを調べた。 
 文のイントネーションの平均明瞭度につ
いては，UP が 2.77，CP が 2.96 であった。
区切りの箇所と区切られた語群（イントネー
ション句）における音調核の箇所を提示され
て読み上げた CP において，イントネーショ
ンは少し改善されたが，全体的には良好な数
値とはいえなかった。日本人学習者にとって，
適切な区切りと音調核の決定は容易ではな
いことを示しているといえよう。 

明瞭度が最も高かった文は，UP，CP とも
に 3 つの項目を列挙する次の文であった。 

S1. You can have cheese | salad | or 
soup.  (You can choose one out of 
three.) 

明瞭度は UP が 3.08，CP が 3.25 であった。
最も低い明瞭度の文は，UP，CP ともに挿入
句を含む以下の文であった。 
 S2. The Swedes | say the Danes | drink 

too much.  (The Danes say the 
Swedes drink too much.) 

明瞭度は UP が 2.42，CP が 2.54 で，CP で
は多少改善がみられたものの，全体的には低
い明瞭度であった。 
 S1と S2と文を構成する単語は同じである
が，区切り方が異なり，文意も異なる以下の
ような文では，異なる結果であった。 
 S3. You can have cheese salad | or soup.     

(You can choose one out of two.) 
 S4. The Swedes say | the Danes drink too 

much.  (The Swedes say that the Danes 
drink too much.) 

S3 の明瞭度は UP が 2.92，CP が 3.08 であり， 
S1 と比較して明瞭度が低かった。‘cheese 
salad’が一つの項目であることを認識してい
ないためか，3 項目の区切り方をした例があ
った。また，‘cheese salad’のアクセント付
与の仕方が間違っている例もあった。これら
が明瞭度低下の一因となったようである。 
 S4 の明瞭度は S2 よりも高く，UP が 2.92，
CP が 3.08 であった。S4 の方が学習者にとっ
て慣れた文法構造であったと思われる。ほと
んどの話者が適切な区切り方であった。 
  区切りとイントネーションの明瞭性との
間には正の相関がみられ，明瞭度の高い発音
においては，区切りが正しく挿入されている
が，明瞭度の低い発音においては，区切りが
ない場合や，適切な箇所で区切られていない
場合がみられた。 

学習者の発音において，区切る箇所の音調
として，下降調，上昇調，下降上昇調，平坦
調がみられたが，明瞭度の低い発音では，下
降度が大きく，発話完了のシグナルと誤解さ



 

 

れる可能性があるものや，ポーズの時間長が
長い例がみられた。 

J. C. Wells は English Intonation: An 
Introduction（2006:187)において，“区切りは
どの言語においてもほとんど同じように機
能するようなので，英語学習者にとってはそ
れほど困難を生じないと思われる”と記述し
ているが，本研究結果によると，日本人学習
者の区切りを伴う英語イントネーションは
全体的に適切とは言えず，困難を伴うと考え
られる。区切りは統語構造と連動しており，
適切な区切りを行うためには，文法的分析力
も学習者に求められる。 
英語において区切りの有無や区切る箇所

の決定は発話全体のプロソディーの明瞭性
に影響を及ぼし，適切なイントネーションを
産出するための重要な要素であることが判
明した。イントネーション指導には，音調核
や核音調の決定についての指導と同時に，区
切りについての指導を積極的に取り入れて
行われることが必要であるといえよう。 
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